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論文審査結果の要旨 
 
鎖肛においては肛門形成術後の長期的な排便機能が問題となる。今日まで様々な鎖肛術後排

便機能評価法が考案されているが、標準化はされていない。本論文は、排便機能評価法の妥

当性を鎖肛の病型別に比較検討している点で、極めて興味深いものである。 
肛門形成術後の鎖肛患児の排便機能を、男女別高位・低位の病型ごとに、4 つの代表的な評

価法、すなわち Kelly score、日本直腸肛門奇形研究会 score、Holschneider score、順天堂

score を用いて評価し、男児の高位鎖肛において各評価法間で最も大きな解離が生じたこと

を示した。高位鎖肛では肛門括約筋の未発達に伴う失禁が問題となるが、失禁に対する処置

や薬剤の使用、失禁に付随する症状に対する評価値・重要度が評価法毎に異なり、正確な病

態が排便機能として適正に反映されていないことが、解離の原因となることが明らかにされ

た。術後の適正な排便機能の把握は、排便管理や新しい術式の開発にも貢献するものであり、

本論文において、スコアリングによる排便機能評価法の限界と、将来的に排便機能評価法を

適正化し、国際的にも統一化された評価法を作成する必要性が初めて示された点は、臨床的

に極めて意義のあるものである。 
よって、本論文は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 

 


